第29回ﾊﾙﾋﾞﾝ氷雪祭開催

2013年1月5日に第29回ﾊﾙﾋﾞﾝ氷雪祭が開催された。

今回のﾊﾙﾋﾞﾝ氷雪祭は「満城氷雪、歓楽天地」をテーマに、氷雪文化、氷雪芸術、氷雪観光、氷雪スポーツ、氷雪貿易の五大ブロックを実施し、百項目の活動を行う予定である。「氷雪大世界」、「太陽島雪祭」などの伝統的な行事のほかに、今回はﾊﾙﾋﾞﾝ市内にも58か所の氷雪景観を作成し、２６通りの街路を装飾することで、従来の鑑賞に加え、さらに多くの氷雪芸術を鑑賞できるスポットを設けた。

ﾊﾙﾋﾞﾝ氷雪祭は1985年に創立して以来、国際的な冬季の盛会となり、日本の札幌、ノルウエーのオスロ、カナダのクベコと、世界の四大氷雪祭となっている。

　第十四回「氷雪大世界」は1月5日に正式に開園し、九大景観ブロック、三大演出、四十項目の氷雪娯楽活動によって、ﾊﾙﾋﾞﾝを「氷雪不夜城」に変えました。

今回の園内敷地面積は75万㎡、氷雪の使用量は33万㎥に達し、7000人の作業員が半月をかけて作り上げた。

　氷雪祭の開催日は「町の祭、市民の祭」というスローガンと共に多くの市民で賑わっていた。最も人気を集めたのは、松花江川上の氷雪遊園地にある滑り台、犬そり、氷上チュウブ船、また、寒中水泳鑑賞、太陽島の雪彫刻の鑑賞、スキー体験などである。夜になると、ライトアップされ、市内公園の氷祭遊園地や太陽島の「氷雪大世界」は童話のような幻の世界となった。

 *「氷雪大世界」入場料：昼間（09：00－12：00）成人150元、学生120元
夜間（12：00－21：00）成人300元　学生160元

　　　　　　　　　　　（ﾊﾙﾋﾞﾝ市民は身分証明証で毎週の月曜日に160元に優待する）
　1月5日は松花江上でﾊﾙﾋﾞﾝ第29回目の国際寒中水泳競技も開催された。国内から39チーム500人とロシアのチームが参加した。マイナス20度の寒さの中に、長さ25メートルの池で、2日間に渡って、クロールと平泳ぎの競技が行われた。

第25回目の太陽島雪彫芸術博覧会は「雪の世界、雪の夢」をテーマに、六大景観と三大雪彫刻競技区を設けた。敷地面積は50㎡、9万㎥もの雪を使用した。メインの雪彫刻像は「夢海歓歌」と題し、人物彫刻像の長さは120メートル、高さは27メートルに及ぶ、2.4万㎥の雪を使用して作成された。

又、1月5日にﾊﾙﾋﾞﾝ市政府主催のﾊﾙﾋﾞﾝ寒地博覧会がﾊﾙﾋﾞﾝ博覧センターで開催された。ﾊﾙﾋﾞﾝ氷雪祭の経済貿易活動の一貫として、国内外の寒地都市の経済社会、科学技術、スポーツ、観光などの分野のおいて、寒地都市の除雪施設、寒地建築新材料、新技術、新商品、寒地旅行、スキー観光、冬季ツポース用品などの経済貿易交流の促進を目的としたものである。ロシア、ドイツ、カナダ、韓国など１０か国の１３都市と国内外の４００の企業が出展したということである。

　　　　　　　　　　　　　　（黒龍江省ニュースにより）

　　　　　　　　　　　　　　新潟県ﾊﾙﾋﾞﾝビジネス連絡拠点
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氷祭写真 　　　　　　　　　　　氷祭写真     

[image: image3.jpg]


  [image: image4.jpg]



雪祭写真　　　　　　　　　　　　　　　　　寒中水泳写真
